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私は論語塾に通って、初めて論語を知りました。初めは意味もわからずに、ただ新田先生の真似をして素

読をしていました。けれど今は、新田先生の説明を聞いて意味を理解しながら、素読をすることができるよ

うになりました。次からは、新田先生の説明を聞く前に、自分でどういうことかなどを考えてから、論語を

学びたいと思います。 
 私の好きな章句は、「子曰わく、徳は孤ならず、必ず隣有り」です。この章句の意味は、仁の心を身につ

けている人は、一人ぽっちにはならない。必ず理解し、寄り添ってくれる人が現れる。ということです。私

が、この章句を選んだ理由は、この章句のような人間になりたかったからです。 
 今、私はバスケットを習っていますが、バスケットの時はみんなで協力をして、プレーをしなければなり

ません。自分勝手な行動をすると、みんながばらばらになって、ひとつのプレーが出来なくなってしまうの

で、この章句のようなに、仁の心を持った人になって、練習の時から協力し、チームがひとつになることを

目指して頑張りたいです。 
 これからは少しでも仁の心を持って、一人でも多くの友達と論語もバスケットも楽しく学びたいと思いま

す。 
 
※ 来月(8 月)は、阿閉 由佳さんにお願いします。 
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